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６ 1 から 250 までの整数が書かれたカードが 1 枚ずつあり，これらは上から 1 のカー

ド，2 のカード，･･･，250 のカードの順で積まれています。Ａさん，Ｂさん，Ｃさん，

Ｄさんの 4 人がＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｃ→･･･の順番で次の操作をします。

●積まれているカードの中で 1 番上のものを引き，自分の手札にする。

●自分の手札に書かれいる数をすべて合計する。

●その合計が 10 の倍数になったときだけ自分の手札をすべて捨てる。

この作業を，積まれているカードがなくなるまで繰り返します。以下の問いに答え
く

なさい。

(1) Ｂさんが引いたカードに書かれた数を，小さい方から順に 7 個書きなさい。また，

Ｂさんが最初に手札を捨てることになるのは，何の数のカードを引いたときか答

えなさい。

(2) Ａさんが最初に手札を捨てることになるのは，何の数のカードを引いたときか答

えなさい。

(3) ある人が作業した直後，手札がある人は 1 人もいませんでした。初めてこのよう

になるのは，誰が何のカードを引いたときか答えなさい。
だれ

(4) ある人が作業をした直後，4 人全員がそれぞれ 1 枚以上の手札を持っていました。

このようになるのは，250 回の作業のうち何回あるか答えなさい。
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(1) Ｂさんが引いたカードの数は，最初が 2 で，公差が 4 の等差数列になるので，

7 個の数は，2，6，10，14，18，22，26 です。

また，2 ＋ 6 ＝ 8，2 ＋ 6 ＋ 10 ＝ 18，2 ＋ 6 ＋ 10 ＋ 14 ＝ 32，
2 ＋ 6 ＋ 10 ＋ 14 ＋ 18 ＝ 40 となり，40 は 10 の倍数なので，

最初に手札を捨てることになるのは 18 のカードを引いたときです。

(2) Ａさんが引いたカードの数は，最初が 1 で公差が 4 の等差数列になるので，

1，5，9，13，17，21，25，29，33，･･･となるが，和が 10 の倍数になるのを調

べるので，引いたカードの数の 1 の位だけ足していくと，最初に 10 の倍数にな

るのは 1 ＋ 5 ＋ 9 ＋ 3 ＋ 7 ＋ 1 ＋ 5 ＋ 9 ＝ 40。
よって，29 のカードを引いたときです。

(3) Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄが引くカードの数字の 1 の位は･･

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 回目 １ ２ ３ ４

2 回目 ５ ６ ７ ８

3 回目 ９ ０ １ ２

4 回目 ３ ４ ５ ６

5 回目 ７ ８ ９ ０

6 回目 １ ２ ３ ４

7 回目 ５ ６ ７ ８

8 回目 ９ ０ １ ２

9 回目 ３ ４ ５ ６

10 回目 ７ ８ ９ ０

11 回目 １ ２ ３ ４

･･･のようになる。

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄのカードの数字の和が 10 の倍数になるのは，○印のカードを

引いたときなので，

初めて全員の手札がなくなるのは，Ｃが 10 回目に 4 × 10 － 1 ＝ 39 のカードを

引いたときです。
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(4) 4 人がそれぞれ 1 回目から 10 回目までにを引く回数は 4 × 10 ＝ 40 回で，

そのうち少なくとも 1 人が手札を持っていないのは下図の×印で，

全員が持っているのはそれ以外の 16 回。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 回目 １ ２ ３ ４

2 回目 ５ ６ ７ ８

3 回目 ９ ０ １ ２

4 回目 ３ ４ ５ ６

5 回目 ７ ８ ９ ０

6 回目 １ ２ ３ ４

7 回目 ５ ６ ７ ８

8 回目 ９ ０ １ ２

9 回目 ３ ４ ５ ６

10 回目 ７ ８ ９ ０

11 回目 １ ２ ３ ４

12 回目 ５ ６ ７ ８

･･･

また，持っている，持っていないはこの 40 回の繰り返しになっているので，

250 ÷ 40 ＝ 6 余り 10 より，

作業の直後，全員が持っているのは 250 回の作業のうち

16 × 6 ＋ 3 ＝ 99 回 です。


